
P.２　備えて安心澪　風水害に備えよう

P.３　ねんきんコーナー

P.４　シリーズ人権　No.1

P.５　第35回「部落差別をなくする運動」強調旬間

P.６　健康カレンダー・健康知恵袋

P.８　介護保険ガイド シリーズ濕

P.９　後期高齢者医療（長寿医療）のしくみ・相談

P.11　お知らせ

P.14　地域子育て支援センター通信・くろしおっ子・編集子

7月号の主な内容7月号の主な内容 ●人　口　13,645人　前月比（5人減）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,438人　女性7,207人】

●世帯数　5,755世帯
●15歳未満の年少人口　1,408人（比率10.3％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性717人　女性691人】

●65歳以上の老齢人口　4,522人（比率33.1％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,804人　女性2,718人】

●人口のうごき

〈2008（平成20）年5月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加030人　出生09人　　　転入21人　　　　
【男6人　女3人】　【男12人　女9人】

減少035人　死亡15人　　　転出20人　 　　　
【男12人　女3人】　【男10人　女10人】
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1時間に20ミリ以上の雨がふると、
地割れや地表が流されたり、ガケ
崩れの危険が予想されます。

・地面に水たま
りができ、雨の
降る音が聞こえ
る。

1時間雨量
5～15ミリ

・地面一面に水
たまりができ、
雨の音で話が聞
きとれない。

1時間雨量
15～20ミリ

・いわゆる土砂
降り状態で下水
があふれる。

1時間雨量
20～30ミリ

・バケツをひっ
くり返したよう
な雨が降る。

1時間雨量
30ミリ以上

●このページの記事に関するお問い合わせは、下記までお願いします。
　【本庁】総務課消防防災係　蕁43―2112（直通）　【佐賀総合支所】総務課総務係　蕁55―3113（直通）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

　 

災
害
へ
の
備
え
〜

　
今
年
も
集
中
豪
雨
や
台
風
な

ど
に
よ
る
風
水
害
の
多
い
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
時
期
で
は
、
梅
雨
前

線
に
よ
る
大
雨
や
長
雨
な
ど
に

よ
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

中
で
も
短
時
間
に
狭
い
地
域
に

集
中
し
て
降
る
「
集
中
豪
雨
」

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

集
中
豪
雨
は
突
発
的
に
降
る
の

で
予
測
が
困
難
で
あ
り
、
と
き

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
風
水
害
に
対
し

て
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
と
よ

い
こ
と
や
、
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
知
識
な
ど
を
今
回
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら

自
主
的
に
避
難
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

地
域
の
状
況
を
知
る
 

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
過
去
に

起
こ
っ
た
災
害
な
ど
を
知
っ
て

お
く
。

　
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
危
険

な
場
所
、
避
難
場
所
、
避
難
経

路
な
ど
を
確
認
・
点
検
し
、
落

ち
合
う
場
所
を
決
め
て
お
く
。

気
象
情
報
な
ど
情
報
を
入
手
　

　
台
風
の
接
近
時
や
雨
が
降
り

続
い
た
と
き
な
ど
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
気
象
情
報
を
収
集

し
、
十
分
注
意
す
る
。

※
雨
量
な
ど
に
関
し
て
は
左
図

を
参
照
く
だ
さ
い
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

・
飲
料
水
や
食
料
、
避
難
の
た

め
に
必
要
な
も
の

　
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
衣
類
な
ど

・
個
人
ご
と
の
必
需
品

　
持
病
の
薬
・
生
理
用
品
な
ど

住
ま
い
の
点
検

・
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
は
固
定
さ
れ

て
い
る
か
。

・
雨
ど
い
が
詰
ま
っ
て
な
い
か
。

・
外
壁
に
亀
裂
は
な
い
か
。

・
窓
ガ
ラ
ス
に
ひ
び
割
れ
、
が

た
つ
き
が
な
い
か
。

風
水
害
時
の
避
難
の
注
意
点

・
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装
で

足
元
は
運
動
靴
に
す
る
。

・
道
路
な
ど
が
浸
水
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
側
溝
な
ど
が
確
認

で
き
な
い
の
で
、
杖
を
持
っ

て
足
元
を
確
認
し
な
が
ら
歩

く
。

・
単
独
で
は
行
動
せ
ず
、
家
族

や
近
所
の
人
と
行
動
す
る
。

・
避
難
勧
告
な
ど
が
出
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
避
難
す
る
。

　
ま
た
、気
象
情
報
の
発
表
や

非
難
の
呼
び
か
け
を
待
っ
て
行

動
す
る
の
で
は
な
く
、
危
険
を

早
め
に
察
知
す
る
努
力
が
必
要

で
す
。
正
し
い
情
報
に
基
づ
き

早
め
の
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
家
族
や
地
域
で
協
力
し
合

い
、
対
応
す
る
こ
と
が
災
害
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

知
る

備
え
る

行
動
す
る

風
水
害
に
備
え
よ
う

高知県総合防災訓練に黒潮町消防団が参加
　去る6月1日（日）、宿毛市の宿毛湾港を会場に高知
県総合防災訓練が行われました。この訓練は、大規模
地震、豪雨などを想定し、県、市町村および各防災関
係機関による実践的な応急対策と各機関の連携した訓
練を実施することによる、防災体制の確立を目指すこ
とを目的に、さまざまな内容の訓練が行われました。
　その訓練の一つ、風水害を想定した訓練「水防工法
訓練」に幡多地区の各消防団が参加し、黒潮町からは
39名の消防団員が参加をして連携をしながら土のう
積み工を行いました。
　消防団員の皆さんは、このように訓練を重ね、火災
はもとよりこれからシーズンとなる台風などの風水害
にも備え、地域の防災リーダーとして益々頼れる存在
となっています。

土のう積み工に励む消防団員。洪水により堤防などを
水が越してきた場合、土のうを用いて浸水を防ぎます。

雨量と水害



広報くろしお  №28　2008（平成20）年7月号澆

●
申
請
免
除
制
度

　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
が
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全

額
免
除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保

険
料
が
免
除
と
な
る
「
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
一
部
納
付（
一
部
免
除
）制
度

※
一
部
納
付
は
３
種
類
で
す
。

・
４
分
の
１
納
付

　（
保
険
料
額
　
３,
６
０
０
円
）

　
↓
年
金
受
給
額
６
分
の
３
　

・
２
分
の
１
納
付

　（
保
険
料
額
　
７,
２
１
０
円
）

　
↓
年
金
受
給
額
６
分
の
４
　

・
４
分
の
３
納
付

　（
保
険
料
額
　
１
０,
８
１
０
円
）

　
↓
年
金
受
給
額
６
分
の
５
　

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（

２０
歳
代
）
の
方

は
、
申
請
す
れ
ば
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
保
険
料
の
後
払
い
が

で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
申
請
お
よ
び
承
認
期
間

　
免
除
な
ど
の
サ
イ
ク
ル
（
始
期

と
終
期
）
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
で
す
。
申
請
日
に
か
か
わ
ら

ず
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
７
月
に
申
請
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し

て
か
ら
申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害

や
遺
族
と
い
っ
た
年
金
の
受
給
資

格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除

　
特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度

ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失

業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。
申
請
に
、
雇
用
保

険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
等
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

　
全
額
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
未
納
期
間
と

は
違
い
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
。
（
一
部
納
付

〈
免
除
〉
は
、
一
部
の
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額

を
計
算
す
る
と
き
に
は
、
下
図
の

と
お
り
減
額
ま
た
は
反
映
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、

１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
。）

　
申
請
手
続
き
は
役
場
・
国
民
年

金
担
当
窓
口
に
て
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

「
国
民
年
金
保
険
料
が

 
 
 
 

納
め
ら
れ
な
い
」

そ
ん
な
時
は

　
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

未
　
　
　
　
　
納

若
年
者
納
付
猶
予

全

額

免

除

４
　

分
　

の
　

１
　

納
　

付

２
　

分
　

の
　

１
　

納
　

付

４
　

分
　

の
　

３
　

納
　

付

保
険
料
納
付

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

受
給
資
格
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

６
分
の
２

６
分
の
３

６
分
の
４

６
分
の
５

全
　
　
　
　
　
額

年
　
　
金
　
　
額

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

年金受給資格期間に算入されます

全額免除および一部納付の対象となる所得のめやす
審査は、本人・配偶者・世帯主の前年の所得で行います

世帯構成 全額免除
1／4納付

一部納付
1／2納付 3／4納付

4人世帯
（夫婦・子2人） 162万円 230万円 282万円 335万円

2人世帯
（夫婦のみ） 92万円 142万円 195万円 247万円

単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円
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私
た
ち
の
住
む
町
・
黒
潮
町
が
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
当
た
り
前

に
尊
重
さ
れ
る
、
真
に
「
人
権
文

化
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
町
」
と
な
る

よ
う
に
願
い
「
人
権
」
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

【
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
。
】
と
い
う
言
葉
で
は
じ
ま
る

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
　
差
別
を

撤
廃
し
人
権
を
確
立
す
る
こ
と
が

世
界
の
恒
久
平
和
に
繋
が
る
　
と

い
う
確
信
の
も
と
に
、
１
９
４
８

年
１２
月

１０
日
第
３
回
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
そ
の
採
択
か
ら
、
今
年
で

６０
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
世
界
人
権
宣
言
を
基

本
に
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
守

る
た
め
に
、
国
際
人
権
規
約
や
人

種
差
別
撤
廃
・
女
性
差
別
撤
廃
、

子
ど
も
の
権
利
な
ど
に
関
す
る
条

約
が

２３
種
類
も
作
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
前

文
お
よ
び
第
１
条
〜
第
３
条
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
の
で
、「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
（
前
文
）

　
人
類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員

の
固
有
の
尊
厳
と
平
等
で
譲
る
こ

と
の
で
き
な
い
権
利
と
を
承
認
す

る
こ
と
は
、
世
界
に
お
け
る
自
由
、

正
義
及
び
平
和
の
基
礎
で
あ
り
、

人
権
の
無
視
及
び
軽
侮
が
、
人
類

の
良
心
を
踏
み
に
じ
っ
た
野
蛮
行

為
を
も
た
ら
し
、
言
論
及
び
信
仰

の
自
由
が
受
け
ら
れ
、
恐
怖
及
び

欠
乏
の
な
い
世
界
の
到
来
が
、
一

般
の
人
々
の
最
高
の
願
望
と
し
て

宣
言
さ
れ
た
。

　
人
間
が
専
制
と
圧
迫
と
に
対
す

る
最
後
の
手
段
と
し
て
反
逆
に
訴

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
法
の
支
配
に
よ
っ
て
人

権
を
保
護
す
る
こ
と
及
び
諸
国
間

の
友
好
関
係
の
発
展
を
促
進
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
国
際
連
合
の
諸
国
民
は
、
国
際

連
合
憲
章
に
お
い
て
、
基
本
的
人

権
、
人
間
の
尊
厳
及
び
価
値
並
び

に
男
女
の
同
権
に
つ
い
て
の
信
念

を
再
確
認
し
、
か
つ
、
一
層
大
き

な
自
由
の
う
ち
で
社
会
的
進
歩
と

生
活
水
準
の
向
上
と
を
促
進
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
の
で
、
加
盟
国

は
、
国
際
連
合
と
協
力
し
て
、
人

権
及
び
基
本
的
自
由
の
普
遍
的
な

尊
重
及
び
遵
守
の
促
進
を
達
成
す

る
こ
と
を
誓
約
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
権
利
及
び
自
由
に
対

す
る
共
通
の
理
解
は
、
こ
の
誓
約

を
完
全
に
す
る
た
め
に
も
っ
と
も

重
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
国
際
連
合

総
会
は
、
社
会
の
各
個
人
及
び
各

機
関
が
、
こ
の
世
界
人
権
宣
言
を

常
に
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
加
盟

国
自
身
の
人
民
の
間
に
も
、
ま
た
、

加
盟
国
の
管
轄
下
に
あ
る
地
域
の

人
民
の
間
に
も
、
こ
れ
ら
の
権
利

と
自
由
と
の
尊
重
を
指
導
及
び
教

育
に
よ
っ
て
促
進
す
る
こ
と
並
び

に
そ
れ
ら
の
普
遍
的
か
つ
効
果
的

な
承
認
と
遵
守
と
を
国
内
的
及
び

国
際
的
な
漸
進
的
措
置
に
よ
っ
て

確
保
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
よ
う

に
、
す
べ
て
の
人
民
と
、
す
べ
て

の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、
こ
の
世
界
人
権
宣
言

を
公
布
す
る
。

第
１
条（
自
由
平
等
）

　
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で

あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と

を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
持
っ
て
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
条
（
権
利
と
自
由
の
享
有
に

関
す
る
無
差
別
待
遇
）

①
す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の

色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治

上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若

し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、

門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は
こ
れ

に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ

る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、

こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の

権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

②
さ
ら
に
、
個
人
の
属
す
る
国
又

は
地
域
が
独
立
国
で
あ
る
と
、

信
託
統
治
地
域
で
あ
る
と
、
非

自
治
地
域
で
あ
る
と
、
又
は
他

の
な
ん
ら
か
の
主
権
制
限
の
下

に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
国

又
は
地
域
の
政
治
上
、
管
轄
上

又
は
国
際
上
の
地
位
に
基
づ
く

い
か
な
る
差
別
も
し
て
は
な
ら

な
い
。

第
３
条
（
生
存
・
自
由
・
身
体
の

安
全
）

　
す
べ
て
人
は
、
生
命
、
自
由
及

び
身
体
の
安
全
に
対
す
る
権
利
を

有
す
る
。

※
（
世
界
人
権
宣
言
は
、
第
３０
条

ま
で
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
構

成
上
、
基
本
の
部
分
の
み
を
掲

載
し
て
、
第
４
条
以
下
は
省
略

し
ま
す
。
）

　
２１
世
紀
は
「
人
権
と
環
境
の
世

紀
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
活
を
す
る
な
か
で
、

そ
の 

す
べ
て
の
基
本
に
「
人
権
」

が
あ
る 

と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら

た
め
て
確
認
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
、

「
人
権
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
な

が
ら
、
明
る
く
、
そ
し
て
温
も
り

の
あ
る
、
人
に
優
し
い
「
黒
潮
町
」

を
築
く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

主
体
的
に
な
っ
て
、
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
大
方
総
合
支
所

 
住
民
課 

人
権
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
教
育
委
員
会

　
佐
賀
生
涯
人
権
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

”アウトラインあり

↓

2 0 0 7 人権まつり「人権標語」優秀作品2 0 0 7 人権まつり「人権標語」優秀作品

◆ 差別せず  人権守る  やさしい町
池内菜穂さん（南郷小：6年生）

◆ 作ろうよ  笑顔のとびだす  いい町を
澳本七海さん（入野小：5年生）

「
人 

権
」

シ
リ
ー
ズ

No.1
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日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
る

部
落
差
別
は
、
憲
法
が
保
障
す
る

基
本
的
人
権
に
関
わ
る
重
要
な
問

題
で
す
。

　
１
９
６
５（
昭
和

４０
）年
の
「
同

和
対
策
審
議
会
答
申
」
以
来
、
旧

大
方
町
と
旧
佐
賀
町
に
お
い
て
は
、

そ
の
理
念
の
も
と
に
部
落
差
別
の

解
決
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
住

環
境
整
備
や
産
業
振
興
な
ど
の
主

要
な
ハ
ー
ド
事
業
は
、
い
く
つ
か

の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
お
む
ね
完

了
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
々
の
観
念
や
潜
在

意
識
に
か
か
わ
る
心
理
的
差
別
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
解
消
へ
向
け

て
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
結
婚
問

題
を
中
心
に
依
然
と
し
て
根
深
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

２
０
０
５（
平
成

１７
）年
・
２
０
０

６（
平
成

１８
）年
に
実
施
し
た
住
民

意
識
調
査
の
結
果
を
み
て
も
明
ら

か
で
、
今
な
お
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
心
理
的
差
別
の

解
消
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
同

和
教
育
や
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
と
こ
れ

ま
で
の
手
法
へ
の
評
価
を
踏
ま
え

て
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
教

育
・
啓
発
を
中
心
に
部
落
差
別
の

解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
解
説
）
部
落
差
別
の
問
題
を
行

政
で
は
同
和
問
題
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
を
中
心
に
総
合
セ
ン

タ
ー
（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）
で
写

真
な
ど
の
特
別
展
示
、
ビ
デ
オ
上

映
会
や
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

特
別
展
示
『
リ
バ
テ
ィ
』

▼
横
浜
解
放
子
ど
も
会
・
浜
松
解

放
子
ど
も
会
の
活
動
紹
介

▼
万
行
地
区
・
横
浜
地
区
の
今
昔

写
真
展

▼
じ
ん
け
ん
の
七
夕

展
示
期
間

　
７
月

１０
日（
木
）〜

１９
日（
土
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
※
７
月

１３
日（
日
）は
休
み
で
す

会
場

　
総
合
セ
ン
タ
ー
玄
関
ホ
ー
ル

ビ
デ
オ
上
映

『
差
別
っ
て
い
っ
た
い
な
ん
や
ね

ん
／
歩
く
水
平
社
宣
言
 

川
口
泰

司
さ
ん
』（
３０
分
）

『
人
間
の
尊
厳
を
求
め
て
／
解
放

運
動
５０
年
　
森
田
益
子
さ
ん
』

（
２５
分
）

上
映
日
時

　
７
月

１４
日（
月
）〜

１９
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　
午
後
３
時
半
〜
午
後
４
時
半

（
毎
日
２
回
上
映
）

会
場

　
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル

講
演
会

▼
講
師
　
中
倉
茂
樹
さ
ん
（
徳
島

県
同
和
地
区
青
少
年
団

体
連
絡
協
議
会
「
止
揚

の
会
」
事
務
局
）

▽
演
題
　
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て

場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル

日
時
　
７
月
８
日（
火
）

　
　
　
開
場
　
午
後
７
時

　
　
　
開
演
　
午
後
７
時
半
〜

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
１
９
７
７（
昭
和

５２
）年
３
月

２３

日
、
徳
島
県
吉
野
川
市
（
旧
麻
植

郡
）山
川
町
に
生
ま
れ
る
。
小
学

校
時
代
に
い
じ
め
を
受
け
、
部
分

的
記
憶
喪
失
に
な
る
。
中
学
時
代

に
同
級
生
が
い
じ
め
ら
れ
不
登
校

に
な
る
。
毎
日
、
彼
の
家
に
様
子

を
見
に
行
っ
た
が
、
教
室
に
戻
っ

て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
中
、
彼
の
お
父
さ
ん
が
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
な
り
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
。
そ
の
と
き
、
絶
対
に
許
さ
ん

と
い
う
怒
り
が
込
み
あ
げ
て
き
た
。

　
「
高
校
時
代
に
、
人
権
集
会
で

『
部
落
民
宣
言
』
し
、
本
当
の
仲

間
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
と
き
感
じ
た
ぬ
く
も
り

を
み
ん
な
に
伝
え
ら
れ
る
人
間
に

な
り
た
い
と
決
意
し
て
か
ら
私
の

本
当
の
同
和
問
題
学
習
が
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
待
っ
て
い
た
の
は
差

別
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
私
は
、自

分
の
経
験
や
闘
い
を
通
し
、
全
国

み
ん
な
に
同
和
問
題
学
習
は
す
べ
て

の
人
間
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
勉
強

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
生
き
た
い
。」

　
そ
し
て
、
結
婚
差
別
と
闘
う
今

を
語
る
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
教
育
委
員
会

　
佐
賀
生
涯
人
権
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館
・
児
童
館

　
　
蕁
５
５
―
２
１
０
８

　
大
方
町
民
館

　
蕁
４
３
―
１
２
０
４（
直
通
）

　
大
方
児
童
館

　
蕁
４
３
―
３
６
２
２（
直
通
）

有料広告

認知症治療専門病棟の開設認知症治療専門病棟の開設認知症治療専門病棟の開設認知症治療専門病棟の開設
（定床60床）（定床60床）

＜職員配置＞
蘆医　　師　１名
蘆看護職員　常時、患者２０名に対し看護職員１名以上

（内、正看２割以上）
蘆看護補助　常時、患者２５名に対し看護補助職員１名以上
蘆作業療法士　１名　　蘆精神保健福祉士 １名

精神科医師による認知症の周辺症状に対する治療と作業療法士や看護
師等による日々の生活機能回復訓練を実施し早期の回復を支援すると
ともに、専従の精神保健福祉士により
ご家族や関係機関との調整を入院当初
から行うことで、スムーズな在宅復帰
やご希望により高齢者施設等への入居
支援を行います。

聖ヶ丘病院内 医療相談室
〈入院等に関するお問い合わせ先〉

薤（０８８０）６３－２１４６

第
35
回
「
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」
強
調
旬
間

【
期
間
７
月
10
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で
】

部
落
差
別
と
は

期
間
中
の
行
事
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7月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 大
方
地
域

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
で
自
分
の
健
康
を
見
直
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐
賀
地
域

健 　 康 　 相 　 談
灘集会所 9:30～10:30

御坊畑集会所 13:30～14:30

愛 　 育 　 相 　 談

16日（水）

健 　 康 　 相 　 談
上川口浦集会所 9:30～10:30

中馬荷集会所 9:30～10:30
22日（火）

浜松保育所 9:30～10:30

健 　 康 　 相 　 談 米原集会所 10:00～11:00

仲分川集会所 14:00～15:00

29日（火）

大方橘川集会所 9:30～10:30

特 　 定 　 健 　 診
浜の宮、町

保健福祉センター
※9:00～10:00

入野本村 ※13:30～14:30
23日（水）

特 　 定 　 健 　 診
芝

保健福祉センター
※9:00～10:00

錦野 ※13:30～14:30
24日（木）

特 　 定 　 健 　 診 早咲保健福祉センター
※9:00～10:00

※13:30～14:30
25日（金）

胃　が　ん　検　診
18日（金）

有井川集会所 ※8:00～09:00

愛 　 育 　 相 　 談 保健福祉センター 10:00～11:30

佐賀ふれあいサロン 総合センター 10:00～15:00

川奥ふれあいサロン 川奥集会所 9:30～11:00

健 　 康 　 相 　 談28日（月）
蜷川健康支援センター 10:00～11:00

伴太郎集会所 14:00～15:00

7月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

胃　が　ん　検　診31日（木） 上川口分団屯所前 ※8:00～09:00

乳 　 児 　 健 　 診23日（水） デイサービスセンターこぶし ※13:30～00:00

三世代ふれあい健診31日（木） デイサービスセンターこぶし
※9:30～00:00

※13:30～00:00

8月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

01日（金） ※9:30～00:00
三世代ふれあい健診04日（月） 総合センター

05日（火） ※13:30～00:00

市 野 瀬 健 康 相 談07日（木）

11日（月）

市野瀬集会所 13:30～14:30

8月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

胃　が　ん　検　診01日（金） 蜷川健康支援センター ※8:00～09:00

健 　 康 　 相 　 談04日（月） 有井川集会所 9:30～10:30

３　歳　児　健　診06日（水） 保健福祉センター ※13:00～13:30

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診07日（木）
有井川集会所 ※9:00～11:00

JA高知はた大方支所 南部事業所前 ※13:30～15:30

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診11日（月）
上田の口集会所 ※9:00～11:00

加持ふれあいセンター ※13:30～15:30

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診12日（火）
上川口分団屯所前 ※9:00～11:00

蜷川健康支援センター ※13:30～15:30

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診08日（金） 保健福祉センター
※9:00～11:00

※13:30～15:30

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診13日（水） 鞭（旧東部保育所）
※9:00～11:00

※13:30～15:30

12日（火）
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ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
と
は
、

大
地
震
な
ど
で
家
屋
や
家
財
な

ど
の
下
敷
き
と
な
り
、
身
体
が

長
時
間
（
お
お
む
ね
２
時
間
以

上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
圧
迫

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。

　
阪
神
大
震
災
で
は
多
数
の
患

者
（
３
７
２
名
）
が
ク
ラ
ッ
シ

ュ
症
候
群
を
発
症
し
、

５０
名
が

そ
れ
に
よ
り
死
亡
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。（
実
際
は
も

っ
と
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。）

　
お
尻
や
太
も
も
が
長
時
間
圧

迫
さ
れ
る
と
、
筋
肉
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
、
筋
肉
の
中
に
あ
る
細

胞
の
物
質
が
血
液
中
に
流
れ
出

し
、
腎
臓
や
心
臓
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
放
置
し
て
お
く

と
心
停
止
を
お
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
は
、
呼

吸
・
血
圧
・
意
識
の
異
常
は
な

く
、
外
見
で
は
打
撲
程
度
と
し

か
見
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
直
ち
に
医
師
の
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
大
地
震
が
発
生
し
被
災
し
た

時
、
次
に
当
て
は
ま
る
場
合
は

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
を
疑
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
２
時
間
以
上
に
わ
た
り
、
腰
・

腕
・
太
も
も
な
ど
が
、
が
れ

き
の
下
敷
き
状
態
で
あ
っ
た
。

・
軽
度
の
筋
肉
痛
や
手
足
の
し

び
れ
、脱
力
感
の
症
状
が
あ
る

・
尿
に
血
が
混
じ
り
、
茶
色
の

尿
が
出
る

・
尿
の
量
が
減
る

　
も
し
、
長
時
間
、
家
屋
や
柱

な
ど
で
圧
迫
さ
れ
た
人
を
救
出

し
た
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
水
分
の
補
給

　
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
（
カ
リ

ウ
ム
を
含
ま
な
い
も
の
）
や
水
、

お
茶
な
ど
、
な
る
べ
く
多
く
の

水
分
を
飲
ま
せ
る
。

②
布
な
ど
で
縛
る

　
手
足
を
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
部

分
よ
り
も
心
臓
に
近
い
箇
所
を

タ
オ
ル
な
ど
の
幅
の
あ
る
布
で

縛
る
。（
縛
る
時
間
が
長
い
と
、

縛
っ
た
箇
所
か
ら
先
ま
で
血
液

が
流
れ
ず
、
細
胞
が
死
滅
し
、

壊
死
を
起
こ
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。）

③
救
急
隊
に
伝
え
る

　
わ
か
る
範
囲
で
救
急
隊
に
次

の
こ
と
を
伝
え
る
。

・
圧
迫
さ
れ
て
い
た
時
間

・
部
分

・
ど
の
よ
う
な
も
の
で
圧
迫
さ

れ
て
い
た
の
か

　
救
出
し
た
ら
、
水
分
の
補
給

が
必
ず
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
点
滴
や
、
血
液
を
浄

化
す
る
た
め
の
透
析
治
療
や
処

置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
一
刻
も
早
く
医
療
機
関

へ
の
搬
送
が
重
要
で
す
。

　
災
害
現
場
で
の
救
出
の
主
役

は
、
家
族
や
友
人
、
近
所
の
人

な
ど
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
と
疑
わ

れ
る
よ
う
な
人
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
周
り
の
人
に
知
ら
せ
、

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
自
分
自
身
が
災
害
時

に
が
れ
き
の
下
敷
き
に
な
る
な

ど
、
長
時
間
身
体
を
圧
迫
さ
れ

て
い
た
場
合
は
、
症
状
は
な
く

て
も
す
ぐ
に
周
囲
の
人
に
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
大
方
総
合
支
所

　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
が

身
体
に
及
ぼ
す
影
響

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
と
は
？

こ
の
よ
う
な
と
き
は
…

被
災
者
を
救
出
し
た
ら
…

健
康
知
恵
袋

災
害
時
の
健
康

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群

（
座
滅
症
候
群
）

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

当直医療機関一覧表
月 日 四万十市 宿　毛　市

7月

13日（第2日曜日） さくらクリニック 蕁35－2555 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

20日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

21日（海の日） 森下病院 蕁34－2030 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

27日（第4日曜日） 佐々木整形外科 蕁34－7177 沢田医院 蕁0880－63－2304

03日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 田村内科クリニック 蕁0880－63－16688月

ざ

め
つ
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん
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介護保険料について
介護保険広報シリーズ濕ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　65歳以上の方の介護保険料は、6月に決定される町民税の課税状況や所得などによって下
記6段階に分けて決定します。（介護保険料を納める方は40歳以上の方ですが、40歳から
64歳の方（第2号被保険者）は、加入している医療保険の保険料とあわせて納めます。）

65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料

介護保険料は大切な財源です。納付期限にお納めを～安心で便利な口座振替を！～

保険料は所得などによって異なり、一人ひとり個別に納めます

保険料の決まり方【6段階】

保険料の納め方【特別徴収と普通徴収】

所得段階 対　　象　　者 激変緩和措置対象者 ※
介護保険料
（年額）

第1段階
21,700円／年

（基準額×0.5）

21,700円／年
（基準額×0.5）

32,600円／年
（基準額×0.75）

43,500円／年
（基準額）

54,400円／年
（基準額×1.25）

65,200円／年
（基準額×1.5）

・生活保護を受けている方　
・老齢福祉年金を受けている方で世帯全員

が町民税非課税

特別徴収 年金天引き
年金の支払月

（年6回・偶数月）

対　　象　　者 納　め　方 納　　　期

平成20年4月1日現在、65歳以上で、老齢（退
職）・障害・遺族年金の受給額が年額18万円（月
額15,000円）以上の方

普通徴収
納付書

口座振替
7月～翌年3月の月末

（年9回）

特別徴収以外の方
・年金の受給額が年額18万円未満の方
・年度途中に65歳になった方、他市町村から転

入した方、年金受給者になった方　など ※

①第5段階にあたるが、平
成17年1月1日時点に
65歳以上で、前年の合
計所得金額が125万円以
下の場合

②第4段階にあたるが、本
人は町民税非課税で、同
じ世帯に上記①以外の町
民税課税者がいない場合

第2段階
・世帯全員が町民税非課税で合計所得金額

と課税年金収入額の合計が80万円以下
の方

第3段階
・世帯全員が町民税非課税で第2段階に該

当しない方

第4段階
・世帯の誰かに町民税が課税されているが

本人は町民税非課税の方
1または2→4　36,200円／年

3→4　39,900円／年

第5段階
・本人が町民税課税で合計所得金額が200

万円未満の方

1または2→5　43,500円／年
3→5　47,100円／年
4→5　50,700円／年

第6段階
・本人が町民税課税で合計所得金額が200

万円以上の方

※激変緩和措置（町民税非課税措置の廃止による介護保険料の急激な値上がりを少なくする措置）

※年度途中に65歳になった方、他市町村から転入した方、年金受給者になった方などは、最初は普通徴収ですが、特別徴収
　の対象者にあてはまれば、約半年から１年後に特別徴収に切り替わります。

○お問い合わせ先　大方総合支所  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　　佐賀総合支所  健康福祉課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）



広報くろしお  №28　2008（平成20）年7月号潛

　
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
世
帯

状
況
と
前
年
中
の
所
得
額
や
世

帯
の
収
入
に
基
づ
い
て
、
受
診

時
の
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１

割
ま
た
は
３
割
）
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
送
付

さ
れ
た
方
は
、
そ
れ
ま
で
お
持

ち
の
被
保
険
者
証
は
お
返
し
く

だ
さ
い
。

※
変
更
に
な
る
前
の
被
保
険
者

証
を
誤
っ
て
医
療
機
関
に
提

示
し
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、

再
度
、
支
払
額
の
清
算
が
必

要
と
な
り
、
一
部
負
担
金
の

差
額
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
所
得
に
よ
る
判
定
で
３
割
負

担
に
該
当
し
た
方
で
も
、
収
入

額
が
一
定
の
基
準
額
に
満
た
な

い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担

が
１
割
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
、
申
請
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
で
軽
減

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
が
一
定
基
準
よ
り
低
い

世
帯
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り

入
院
時
の
自
己
負
担
額
や
食
事

代
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
を
受
け
る
場
合
は
、
医

療
機
関
へ
被
保
険
者
証
と
合
わ

せ
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
期
限
は
７
月

３１
日
で
す

　　
期
限
が
過
ぎ
て
い
て
引
き
続

き
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

す
ぐ
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
が
遅
れ
た
場
合
や
医
療

機
関
へ
の
提
示
し
な
か
っ
た

場
合
の
食
事
代
な
ど
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
、
入
院

時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
払
い

戻
し
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
大
方
総
合
支
所

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更

に
な
っ
た
方
は
、
新
し
い
保

険
証
が
届
き
ま
す

一
部
負
担
金
の
割
合
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
の
一
部

負
担
の
割
合
の
見
直
し

入
院
時
の
自
己
負
担
額
な
ど

の
減
額

後
期
高
齢
者
医
療

の
し
く
み

（
長
寿
医
療
）

後
期
高
齢
者
医
療

の
し
く
み

（
長
寿
医
療
）

シ
リ
ー
ズ
笆

保険証の
こと

　
遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分
割
、

高
齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
の
相
談

な
ど
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　日
時
　

　
７
月

２７
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所

　
中
村
公
証
役
場

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―

３
―

７

　
第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階

相
談
担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

　
蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う

ま
く
い
か
な
い
」「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、
よ
く
眠

れ
な
い
」「
な
に
を
す
る
に
も
い

や
に
な
り
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て

い
る
日
々
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、

心
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

　
７
月

２２
日（
火
）

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

場
所
　
幡
多
福
祉
保
健
所

相
談
医
　
精
神
科
嘱
託
医

申
込
期
限
　
７
月

１７
日（
木
）

＊
出
張
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
申

し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

次
回
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
保
健
師
・
相
談
員
に
よ
る
相
談

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課

　
蕁
３
４
―
５
１
２
４

　
蕁
３
５
―
５
９
７
９

日
曜
・
遺
言
な
ど
公
証
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

相
 

談
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「
食
の
大
切
さ
」
を
楽
し
く
い

っ
し
ょ
に
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
今

年
度
も
夏
休
み
恒
例
の
親
子
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　

　
７
月

３０
日（
水
）

　
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
１
時
　

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
健
康
研
修
室（
大
方
庁
舎
前
）

持
っ
て
来
る
も
の

　
エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ（
三
角
巾
）

定
員
　

１５
組

対
象
者

　
町
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜

　
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
　
無
料

締
め
切
り
　

　
７
月

２４
日（
木
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
き
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課

　
保
健
衛
生
係
　

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
高
知
県
で
は
、
聴
覚
に
障
が
い

が
あ
る
方
な
ど
に
対
し
て
、
話
し

こ
と
ば
を
要
約
し
、
文
章
に
し
て

情
報
提
供
す
る
要
約
筆
記
奉
仕
員

の
養
成
講
座
を
次
の
要
領
で
開
催

し
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　
７
月

２０
日（
日
）〜

１２
月

２１
日（
日
）

ま
で
の
期
間
の
う
ち
、
８
月

１０
日

を
除
く
毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
（
全

１８
回
）

場
所

　
高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
高
知
市
旭
町
２
―

２１
―
６
）

募
集
人
員

・
手
書
き
要
約
筆
記
奉
仕
員

　
２０
名

・
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
奉
仕
員

　
２０
名

（
計

４０
名
）
※
先
着
順

費
用

　
テ
キ
ス
ト
代
等

２,
５
０
０
円

お
申
し
込
み
期
間

　
７
月
１
日（
火
）か
ら
７
月

１５
日

（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

お
申
し
込
み
方
法

　
申
し
込
み
先
へ
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
要
約
筆
記
　
高
知
・
や
ま
も
も

　
養
成
講
座
担
当
（
山
闢
）

　
蕁（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
０
８
８
―
８
２
３
―
３
４
３
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　youyaku@
ps.inforyom

a.or.jp
「
要
約
筆
記
奉
仕
員
」

養
成
講
座
 

受
講
生
募
集

夏
休
み『
親
子
料
理
教
室
』

参
加
者
大
募
集

募
 

集

「88クリーンウォーク四国　参加者募集」「88クリーンウォーク四国　参加者募集」「88クリーンウォーク四国　参加者募集」「88クリーンウォーク四国　参加者募集」
　8月の「道路ふれあい月間」にあわせ、四国4県で「88
クリーンウォーク四国」を開催します。早朝１時間程度、
希望のコースを歩きながら清掃し、みんなで道路を快適に
利用していこうというものです。
日　　時／8月08日（金）午前6時から1時間程度
申込締切／7月28日（月）

○お申し込み・お問い合わせ
　88クリーンウォーク四国事務局　蕁087－821－3510

防衛省 平成20年度各種自衛官採用試験案内
募集種目 受付期間 １次試験期日 受験資格など 試験会場

2等陸海空士
（男・女）

男子／受付中

女子
8月1日～9月10日

男子　　　09月18日（木）
　　　　　09月25日（木）
　　　　　10月02日（木）
　　 ※上記3日間の内1日指定
女子　　　09月29日（月）

高 知 市 内

21年4月1日現在
18歳以上27歳未満

（学歴制限なし）
任期制自衛官で任期
満了時に特例退職手
当があります。

※基本的に21年3月下旬～4月上旬入隊ですが、2等陸海空士の男子については10月に入隊する者（10月1日現在18歳
以上27歳未満）の募集も併せて受け付けしております。試験日は未定ですので早めにお問い合わせください。また、防
衛大学校の推薦試験の受付は9月5日～9日です。定型の申込用紙（学校長の推薦書など）がありますので事前にご連絡
ください。自衛官等採用試験受験希望者のための説明会を四万十市は7月24日ホンダカーズ四万十（具同）で午後1時
から、宿毛市は7月25日宿毛文教センター第2会議室で午後1時より実施します。

お問い合わせ先：自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

8月1日～9月10日

男女共通　09月20日（土） 四万十市内
21年4月1日現在
18歳以上27歳未満
（学歴制限なし）

航空学生
（パイロット養成）

男女共通　09月23日（火） 高 知 市 内
高卒（見込含）
21年4月1日現在
21歳未満

看護学生
（看護師養成）

9月8日～9月30日 男女共通　10月25日（土） 高 知 市 内
高卒（見込含）
21年4月1日現在
24歳未満



広報くろしお  №28　2008（平成20）年7月号潭

　
黒
潮
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
内
で
発
生
す
る
「
し
尿
お
よ
び

浄
化
槽
汚
泥
」
の
処
理
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
簡
易
水
洗
ト
イ
レ

や
合
併
浄
化
槽
の
普
及
な
ど
で
年
々

処
理
量
（
搬
入
量
）
が
増
加
し
、

施
設
の
処
理
能
力
が
限
界
に
達
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、
許
可
業
者
に
搬
入
制

限
を
行
い
調
整
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
依
頼
を
受
け
て
か
ら
汲
み
取

り
に
伺
う
ま
で
に
多
少
の
日
数
が

か
か
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ト
イ
レ
の
汲
み
取
り
を
依
頼
さ

れ
る
際
に
は
、
早
め
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
盆
や
年

末
の
時
季
に
は
依
頼
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
 
 
 

　
蕁
４
４
―
１
１
８
５

　
高
知
県
で
は
、
幡
東
都
市
計
画

道
路
１
・
６
・
１
号
窪
川
佐
賀
線

の
都
市
計
画
の
変
更
を
行
う
こ
と

と
し
、
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）

の
縦
覧
、
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

１
、
公
聴
会
開
催
の
公
告
日
に
つ

い
て

　
７
月

２２
日（
火
）

２
、
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）

の
縦
覧
に
つ
い
て

・
縦
覧
期
間

７
月

２２
日（
火
）〜
８
月
５
日（
火
）

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

＊
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

を
除
く

・
縦
覧
場
所

　
高
知
県
土
木
部
都
市
計
画
課（
県
庁
）

佐
賀
総
合
支
所
ま
ち
づ
く
り
課

３
、
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）

の
説
明
会
に
つ
い
て

・
日
時
お
よ
び
開
催
場
所

　
７
月

２４
日（
木
）

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　
黒
潮
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
こ
ぶ
し

　
７
月

２５
日（
金
）

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　
上
分
集
会
所

４
、
公
聴
会
に
つ
い
て

・
日
時
お
よ
び
開
催
場
所

　
８
月

２２
日（
金
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
役
場
佐
賀
総
合
支
所
３
階

　
大
会
議
室

注
１
）
公
聴
会
に
出
席
し
、
意
見

を
述
べ
た
い
方
（
当
該
公
聴
会

縦
覧
案
件
に
関
係
す
る
内
容
に

限
り
ま
す
。
）
は
、
８
月

１１
日

（
月
）
ま
で
に
、
そ
の
要
旨
お

よ
び
そ
の
理
由
・
住
所
・
氏
名

を
記
載
し
た
書
面
を
知
事
あ
て

に
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

注
２
）
上
記
の
書
面
の
提
出
が
な

い
場
合
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま

せ
ん
。

５
、
公
述
の
書
面
の
提
出
先
お
よ

び
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

　
高
知
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　
〒
７
８
０
―
８
５
７
０

　
高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
２
番

２０
号

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
８
４
６

佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課

ま
ち
づ
く
り
係

　
〒
７
８
９
―
１
７
９
５

　
黒
潮
町
佐
賀
１
０
９
２
―
１

　
蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

お
り
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
、
平
成

２１
年
３
月

３１
日
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
１
０
０
―
８
９
２
６

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１
―
２

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務

　
担
当

　
蕁
０
３
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２

　
蕭
０
３
―
５
２
５
３
―
５
１
９
０

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

黒
潮
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

青い鳥大方衛生社
蕁43―2737

大方公衛社
蕁43―3247

佐賀衛生社
蕁55―2570

し尿汲み取り・浄化
槽点検清掃業者

幡
東
都
市
計
画
道
路
１
・
６
・
１
号

窪
川
佐
賀
線
の
変
更
（
素
案
）
に
つ

い
て
の
縦
覧
、
説
明
会
お
よ
び
公
聴

会
の
お
知
ら
せ

雨天の場合は室内で行います　
日時／７月２３日（水）  午後７時～

出店／やきとり・やきそば・フランクフルト・デザート
　　（限定400食・食券交換）

　   ※飲み物（カルピス・麦茶）無料

　　  お子さまには金魚すくい券（100人分）があります

場所／かしま荘　佐賀3700番地

出店／やきとり・やきそば・フランクフルト・デザート
　　（限定400食・食券交換）

　   ※飲み物（カルピス・麦茶）無料

　　  お子さまには金魚すくい券（100人分）があります

場所／かしま荘　佐賀3177番地
○お問い合わせ
　町民会議事務局（少年補導育成センター内）蕁55－3193

子ども広場子ども広場子ども広場子ども広場
町民会議事務局では、子どもたちの交流の場「釣
り大会」「磯部ウォーク」「ものづくり」「お菓
子づくり」など、楽しい催しをたくさん企画
しています。
※詳しい日程・参加募集は学校や広報くろしおで案内させていただきます。

～みんなで遊ぼっ!!～～みんなで遊ぼっ!!～～みんなで遊ぼっ!!～

打ち上げ花火

もあるよ◆

かしま荘　夏祭りかしま荘　夏祭りかしま荘　夏祭り
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

佐
賀
図
書
館

7月
日 月 火 水 木 金 土
1 笆 1 2 3 4 5
6 笵 8 9 10 11 12

8月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 1 2 3 1 2
3 笘 5 6 7 8 9

13 笋 15 16 17 18 19
20 筰 筱 23 24 箝 26
27 箍 29 30 31 箍 29
箚 31 0 0 0 0 0

7月
日 月 火 水 木 金 土
1 笆 1 2 3 4 5
笞 7 8 9 10 11 12

8月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 1 2 3 1 2
笳 4 5 6 7 8 9

筍 14 15 16 17 18 19
筧 筰 22 23 24 箝 26
箟 28 29 30 31 箍 29
箚 31 0 0 0 0 0

4・5月貸出ベストランキング
１．奇祭の果て　　　　　　　　　　西村京太郎／著（大方・佐賀）
７．流星の絆　　　　　　　　　　　東野　圭吾／著（大方・佐賀）
３．阪急電車　　　　　　　　　　　有川　　浩／著（大方・佐賀）
７．ウツボカズラの夢　　　　　　　乃南　アサ／著（大方・佐賀）
７．ＳＴ桃太郎伝説殺人ファイル　　今野　　敏／著（大方）
７．ジーン・ワルツ　　　　　　　　海堂　　尊／著（大方・佐賀）
７．アンダーリポート　　　　　　　佐藤　正午／著（大方）
７．銀座開化事件帖　　　　　　　　松井今朝子／著（大方・佐賀）
７．新・御宿かわせみ　　　　　　　平岩　弓枝／著（大方・佐賀）
７．私の男�　　　　　　　　　　　　桜庭　一樹／著（大方・佐賀）

※（カッコ）内は所蔵館

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

　
大
方
図
書
館
で
は
、
毎

月
第
１
〜
第
３
日
曜
日
（
午

前
１０
時
半
〜
午
前
１１
時
半
）

に
開
催
し
て
い
る
「
と
っ

て
も
日
曜
日
」
で
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
方
は
大
方

図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大
方
図
書
館
　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

佐
賀
図
書
館
　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

http://akatsuki.tow
n.kuroshio.lg

.jp 

　
児
童
手
当
制
度
は
、
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
児
童
の
健
全
な
育
成
お

よ
び
資
質
の
向
上
を
目
的
に
し
た

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
申
請
し
た
あ
と

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、
児
童
手

当
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
も
「
現
況
届
」
の
提
出

が
な
い
場
合
は
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

現
況
届

　
児
童
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
現
況
届
」
の
提
出
が
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
「
現
況
届
」
を
ま
だ
提

出
さ
れ
て
な
い
方
は
、
至
急
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

支
給
対
象
児
童

　
小
学
校
修
了
前
（

１２
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月

３１
日
）
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
限
度

額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆ 

申
請
の
手
続
き

初
め
て
の
方

　
出
生
・
転
入
な
ど
に
よ
り
、
新

た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、

役
場
窓
口
（
公
務
員
の
場
合
は
職

場
）
に
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

〈
添
付
す
る
書
類
〉

・
請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
な
ど
（
厚
生
年
金
加
入
の
方
）

・
請
求
者
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
（
転
入
の
方
）

・
請
求
者
の
口
座

＊
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
等
受
給
の
方

　
出
生
な
ど
に
よ
り
、
児
童
が
増

え
た
場
合
は
、
「
額
改
定
認
定
請

求
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆ 

支
払
時
期

　
児
童
手
当
な
ど
は
原
則
と
し
て

毎
年
、
年
３
回
（
そ
れ
ぞ
れ
の
月

の
前
月
分
ま
で
）
支
給
と
な
り
ま

す
。

・
２
月
（

１０
月
〜
１
月
分
）

・
６
月
（
２
月
〜
５
月
分
）

・
１０
月
（
６
月
〜
９
月
分
）

◆ 

支
給
額
　

３
歳
未
満
（
児
童
手
当
）
　

一
律
　
　
　
　
１
万
円

３
歳
以
上

（
小
学
校
修
了
前
特
例
給
付
）

第
１
子
　
　
　
５
千
円

第
２
子
　
　
　
５
千
円

第
３
子
以
降
　
１
万
円

※
平
成

１９
年
４
月
か
ら
、
若
い
子

育
て
世
帯
な
ど
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対

す
る
児
童
手
当
額
が
、
第
１
子
・

２
子
に
つ
い
て
倍
増
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
３
歳
到
達
後

の
翌
月
か
ら
、
第
１
子
・
第
２

子
は
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課
 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課
 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

お
忘
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
児
童
手
当
の
手
続
き
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平
成

１９
年
度
に
町
内
の
各
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
た
『
ご
み
』
の
処

理
・
処
分
に
掛
か
っ
た
全
費
用
は
、

１
億
４,
６
６
２
万
２,
１
９
９
円

（
約

４４
円
／
１
㎏
）
で
し
た
。

　
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
量
を
昨

年
度
と
比
べ
て
み
る
と
、
ご
み
は

若
干
増
加
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
若

干
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
ビ
ン
・
缶
の
落
ち
込
み

が
大
変
目
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ビ
ン
・
缶
が
ご
み
袋
の
中
に
入
る

こ
と
の
な
い
よ
う
今
ま
で
以
上
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
ご
み
の
減
量
が
、

環
境
保
全
や
財
源
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
に
占
め
る
生
ご
み
の

割
合
は
大
き
い
で
す
。
生
ご
み
を

捨
て
る
と
き
は
水
切
り
を
し
っ
か

り
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
ボ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

を
使
っ
て
堆
肥
化
す
る
こ
と
も
ご

み
削
減
の
有
効
手
段
で
す
。

　
ビ
ン
や
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で

資
源
に
な
り
ま
す
。
捨
て
る
と
き

に
、
家
庭
ご
み
の
袋
に
入
れ
な
い

癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
欲
し

い
人
に
譲
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
ザ
・
ダ
イ
ソ
ー
大
方
店
』
に

掲
示
板
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

○お問い合わせ／大方総合支所 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）　　佐賀総合支所 まちづくり課 水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

7

8

日
自　　　至
14～20

21～27

28～31

1～3

04～10

11～13

14

15

16

17

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

前 田 電 工

前 田 電 工

平 野 住 設

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

前 田 電 工

平 野 住 設

大方設備センター

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

吉 本 水 道

道 倉 水 道

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

㈲ 森 田 建 設

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
大方地域

電話番号
店　　名 住　　所

事務所

電話番号
店　　名

住　　所事務所自　宅 自　宅

佐賀地域

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
人

に
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

ご
み
も
積
も
れ
ば

シ
リ
ー
ズ
笨

黒
潮
町
の
ご
み
の
状
況

生
ご
み
を
捨
て
る
と
き
は

資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
で

出
し
ま
し
ょ
う

黒潮町のゴミ排出量・リサイクル量

1日1人当たりの量
種　類 ゴミ・リサイクルの量

平成19年度 平成18年度

家庭ごみ 3,212,020t（89.17％） 635.0g↑ 631.0g

粗大ごみ 105,980t（02.94％） 21.0g↓ 24.0g

水銀ごみ 5,610t（00.16％） 1.0g→ 1.0g

新聞・雑誌 173,160t（04.81％） 34.0g↑ 33.0g

ビン 48,360t（01.34％） 9.6g↓ 10.18g

段ボール 36,060t（01.00％） 7.0g→ 7.0g

缶 12,130t（00.34％） 2.4g↓ 3.2g

ペットボトル 6,660t（00.18％） 1.0g→ 1.0g

飲料紙パック 1,240t（00.03％） 0.2g↓ 0.3g

その他の紙

 �〈参考〉1日1人当たりの家庭から出るゴミの全国平均は714.0gです。（平成18年度）

710t（00.02％） �0.1g↓ 0.2g

ご
　
　
み

リ
サ
イ
ク
ル



潘広報くろしお  №28　2008（平成20）年7月号

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
梅
雨
が
明
け
、
真
っ
青
な

空
が
広
が
る
と
、
セ
ミ
の
声

が
一
段
と
耳
に
付
く
よ
う
に

な
る
。
さ
あ
、
今
年
も
夏
が

来
た
。

　
水
辺
は
、
子
ど
も
た
ち
の

声
で
賑
や
か
に
な
り
、「
海
の

日
」
が
来
れ
ば
も
う
夏
休
み
、

私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
は
、子

ど
も
た
ち
が
と
て
も
う
ら
や

ま
し
く
な
る
季
節
で
あ
り
、つ

い
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
ん

で
し
ま
う
。

麦
わ
ら
帽
子
は  

も
う
消
え
た

た
ん
ぼ
の
蛙
は  

も
う
消
え
た

そ
れ
で
も
待
っ
て
る  

夏
休
み

　
い
く
ら
待
っ
て
も
、
な
か

な
か
夏
休
み
は
来
な
い
が
、７

月
の
終
わ
り
に
は
「
夏
祭
り
」

が
や
っ
て
く
る
。
恒
例
の
神

祭
で
、
地
域
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
の
ぼ
り
を
立
て
、神

輿
を
担
ぐ
だ
け
で
は
あ
る
が
、

な
ぜ
か
お
宮
か
ら
太
鼓
の
音

が
聞
こ
え
る
と
心
が
躍
る
も

の
だ
。
こ
の
夏
祭
り
が
近
づ

く
と
、
年
老
い
た
母
が
、
畑

か
ら
大
き
な
ス
イ
カ
を
採
っ

て
き
て
く
れ
る
。
旬
の
ス
イ

カ
は
と
て
も
大
き
く
て
重
量

感
に
あ
ふ
れ
、
包
丁
を
入
れ

て
か
ぶ
り
つ
く
と
、
昭
和
の

夏
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ

て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
（
む
）

編
集
子

町
内
の
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
を
、お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
紹
介
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

町
内
で
子
育
て
を
し
て
い
る
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

７
月
の
予
定

◆
お
出
か
け
広
場

（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
）

　
７
月
１
日（
火
）

　
７
月
１７
日（
木
）

　
場
所
／
横
浜
保
育
所
内

　
内
容
／
水
遊
び
、
そ
の
他

　
７
月
８
日（
火
）

　
場
所
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

　
内
容
／
作
っ
て
遊
ぼ
う
、そ
の
他

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
）

　
毎
週
水
曜
日

　
場
所
／
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内

　
内
容
／
水
遊
び
、
そ
の
他

　
今
年
度
は
、
高
知
県
子
育
て
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
吉
本
妙
さ
ん
・

須
崎
ひ
と
み
さ
ん
）
を
お
招
き
し
、

子
育
て
の
学
習
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

期
間

　
８
月
〜
１２
月
ま
で
の
期
間
に
３

回
行
い
ま
す
。

参
加
対
象
者

　
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
、
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
内
容
に
つ
い
て

日
に
ち
／
８
月
７
日
（
木
）

場
　
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
大
ホ
ー
ル（
大
方
庁
舎
前
）

内
　
容

　
「
家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
応
急

処
置
」（
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

体
操
）（
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午
）

　
「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
中
の

不
安
軽
減
の
た
め
の
日
常
生
活
に

つ
い
て
」「
育
児
相
談
・
質
問
会
」

（
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時
）

持
参
物
／
バ
ス
タ
オ
ル

参
加
費
／
無
料

＊
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
８
月

１
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　　
町
内
在
住
で
一
緒
に
研
修
を
受

け
な
が
ら
子
守
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
午

前
の
部
、
ま
た
は
午
後
の
部
だ
け

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内
）

　
蕁
４
４
―
１
１
１
２

しょう た

松岡　渉太くん
〈平成17年2月19日生まれ〉

いつまでも元気で大きく
なってね蟋

まな み

宮地　愛美ちゃん
〈平成18年7月20日生まれ〉

元気で丈夫に育ってね。

ね ね

敷地　音々ちゃん
〈平成19年12月11日生まれ〉

やさしく元気な子に育っ
てね。

あ み

間闢　亜美ちゃん
〈平成19年7月23日生まれ〉

ネエネ2人とずっと仲良く
…元気な子に育ってね。

しゅん と

秋田　舜人くん
〈平成20年1月22日生まれ〉

たくましく大きくなあ
れ！！

ほ と の

河村歩采乃ちゃん
〈平成18年6月14日生まれ〉

お姉ちゃんたちと一緒に
元気で育ってね！

　「
く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し

ま
す
！
」で
は
、
町
内
在
住
の

子
ど
も
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
写
真
（
プ
リ
ン
ト

ま
た
は
デ
ー
タ
）
と
名
前
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、

お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
連
絡
先
を
記
載
し
て
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル（som

u@town.kurosh
io.lg.jp

）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
写
真

は
画
像
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
た

め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
・
親
育
て
支
援
事
業
の

　
開
催
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

開
催
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集




